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令和６年度　事業評価 【事後評価】 対象事業総括表（交付金事業）

1

社会資本総合整備計画

生活に密着した道路整備による快適な
くらしづくり

香川県
他4市町

高松市
他6市町

2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料1】

2
社会資本総合整備計画

道路整備による災害に強い県土づくり

香川県
他2市

高松市
他5市町

2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料2】

3

社会資本総合整備計画

高速道路の休憩施設を拠点とした地域の
活性化、賑わいの再生づくり

さぬき市 さぬき市
2018
(H30)

2022
(R4)

無 【資料3】

4
社会資本総合整備計画

総合的な浸水対策の推進（防災・安全）

香川県
他7市町

県内一円
2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料4】

5
社会資本総合整備計画

総合的な土砂災害対策の推進（防災・安全）

香川県
他10市町

県内一円
2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料5】

6

社会資本総合整備計画

香川県における大規模盛土造成地の
耐震化の促進（防災・安全）

香川県
高松市

県内一円
2013
(H25)

2017
(H29)

無 【資料6】

事業完了
予定年度

評価
対象
番号

事　業　名 事業主体 事業実施箇所 着手年度
継続
計画

資料名
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令和６年度　事業評価　【事後評価】対象事業総括表（交付金事業）【詳細版】

令和６年７月現在

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

1

社会資本総合整備計画

生活に密着した道路整備に
よる快適なくらしづくり

香川県
他4市町

2,993
2020
(R2)

2024
(R6)

有

・香川県内の地域生活を
支援する生活道路の整
備を行い、円滑で安全な
通行空間を確保し、生活
環境の向上を図る。

・現道拡幅：2.8ｋｍ
・バイパス：8.4ｋｍ

【一定の効果があった】

 事業の実施により、線形不良・狭隘部・道
路混雑等箇所が3.5ｋｍ整備され、円滑で
安全な通行を確保し、一定の効果を確認し
た。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）67％

・計画通り進捗して、完了した要素事業
がある。
・用地買収難航等の理由により、進捗
率が上がらない要素事業もあるが、予
算配分が限られる中で効率的に事業が
進捗できるよう優先配分等の工夫を行
い進捗に努めた。

安全な通行を確保した道路の整備率
（利用者が安全に通行できる道路の
整備延長）/（利用者が安全に通行で
きる計画道路の未整備延長）

％
0

(0km/
11.2km)

42
(4.7km/
11.2km)

31
(3.5km/
11.2km)

74%

【継続】
・引き続き、地域生活を支援する生活道
路の整備を行い、円滑で安全な通行空
間の確保を行っていく。
・事業の完了時期や整備効果等により
優先順位を精査し、効率的かつ計画的
に事業を進める。

【資料１】

2

社会資本総合整備計画

道路整備による災害に強い
県土づくり

香川県
他2市

7,059
2020
(R2)

2024
(R6)

有

・歩行者・自転車・自動
車等の通行者が安全に
通行できるように、道路
整備による防災・減災対
策を行い、災害に強い県
土づくりを推進する。

・現道拡幅：2.4ｋｍ
・線形改良：2.2ｋｍ
・バイパス：1.0ｋｍ
・歩道整備：3.0ｋｍ
・落橋防止：5橋

【一定の効果があった】

・事業の実施により、道路を安全に通行で
きる台数が10,153台増加し、災害時におい
ても利用者が道路を安全に通行できるよう
になった。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）64％

・計画通り進捗して、完了した要素事業
がある。
・用地買収難航等の理由により、進捗
率が上がらない要素事業もあるが、予
算配分が限られる中で効率的に事業が
進捗できるよう優先配分等の工夫を行
い進捗に努めた。

安全通行確保率の増加
　Σ（各事業箇所の安全通行確保台
数）/Σ（各事業箇所の通行台数）

％

0
(0台/
32,753

台）

100
(32,753

台
/32,753

台）

31
(10,153

台
/32,753

台）

100
（1,166台
/1,166

台）

31%

（100%）

【継続】
・引き続き、道路整備による防災・減災
対策を行い、災害に強い県土づくりを推
進していく。
・事業の完了時期や整備効果等により
優先順位を精査し、効率的かつ計画的
に事業を進める。

【資料２】

3

社会資本総合整備計画

高速道路の休憩施設を拠点
とした地域の活性化、賑わい
の再生づくり

さぬき市 140
2018
(H30)

2022
(R4)

無

SAを賑わいの拠点として
有効活用するため、近く
に駐車場を整備し、一般
道から駐車場までの誘
導がしやすいようにアク
セス道としての道路改良
やSAのウェルカムゲート
を設置し、集客増加を目
指す。

・駐車場整備：A=3277㎡
・市道隠谷15号線道路改
良：L=170.8m
・市道高松東側道24号線
道路改良：L=24.6m
・市道隠谷21号線道路改
良：L=60.0m
・ウェルカムゲート設置

【一定の効果があった】

・従前に比べ、SA周辺へアクセスしやすい
環境整備ができ、ウェルカムゲートを設置
したことで、一般道側からもSAへの来客を
見込めるようになった。

【計画通り進捗】

・事業完了 SAの利用客数の増加

SAの物販の売上額の増加

人/日

百万
円/年

2,700

1,195

2,900

1,285

3,000

1,295

150.0%

111.1%

【完了】

【資料３】

事業実施河川ごとに既往最大浸水被
害家屋数が発生した出水により、浸
水の恐れがある家屋の減少数

戸 0 177 147 83.1%

大規模な排水機場、水門施設などの
河川管理施設における長寿命化対策
の着手施設数

施設 8 14
9

（12）
16.7%

（66.7%）

県管理ダムにおいて、ダム管理用制
御処理設備等の更新工事の着手ダ
ム数

ダム 4 7
5

(6)
33.3%

(66.7%)

5

社会資本総合整備計画

総合的な土砂災害対策の推
進（防災・安全）

香川県
他10市町

3,388
2020
(R2)

2024
(R6)

有

・人命と財産を守るため
の砂防関係施設の整備
（安全・安心の向上）

・砂防事業　32箇所
・地すべり対策事業　3箇所
・急傾斜地崩壊対策事業
9箇所
・効果促進事業　5事業

【一定の効果があった】

・砂防施設や地すべり防止施設、急傾斜
地崩壊防止施設の整備を行ったことによ
り、土砂災害から保全される人家が101戸
増加した。

・土砂災害ハザードマップを作成し、自宅
周辺の土砂災害リスクを周知するととも
に、実際にハザードマップを用いて地域の
防災訓練を実施するなど、住民の自主的
な避難行動の支援に寄与した。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　97％

・進捗が遅れている事業もあるが、概ね
計画通り進捗している。

砂防関係施設の整備に伴い土砂災
害から保全される人家数

戸 15,121 15,232 15,222 91%

【継続】
・県内には土砂災害の恐れのある土砂
災害警戒区域内に、人家が5戸以上あ
るなど、対策が急がれる箇所が2,398箇
所ある。そのうち整備済みの箇所は605
箇所で、整備率にして約25％と低い状
態にあることから、引き続き整備を進め
る必要がある。
今後も保全人家戸数や要配慮者施設
等の有無を考慮した重要度や緊急度を
総合的に判断し、計画的な整備に取り
組む。

・引き続き計画目標通りの予算確保に
努める。

【資料５】

建
築
指
導
課

6

社会資本総合整備計画

香川県における大規模盛土
造成地の耐震化の促進（防
災・安全）

香川県、
高松市

26
2013
(H25)

2017
(H29)

無

平成23年に発生した東
北地方太平洋沖地震で
は内陸部を中心に宅地
にも甚大な被害が発生し
たことから、香川県にお
いても南海トラフ巨大地
震等の大規模地震時に
滑動崩落のおそれの大
きい大規模盛土造成地
の変動予測調査を行い、
住民への情報提供等を
図るとともに、耐震化を
促進する。

・大規模盛土造成地の変
動予測調査（第一次スク
リーニング、第二次スクリー
ニング計画、第二次スク
リーニング）の実施

【一定の効果があった】

・県、高松市とも、第一次スクリーニングを
実施し、大規模盛土造成地の位置を示し
たマップを宅地耐震化のリーフレットととも
に公表し、住民に情報提供を行うことで、
宅地耐震化への意識啓発を図ることがで
きた。

・県、高松市とも、第二次スクリーニング計
画により第二次スクリーニングの優先度評
価を行い、県では、大規模盛土造成地の
ある市町のうち、１市において第二次スク
リーニングを実施することで、滑動崩落の
おそれがある宅地を把握できた。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）　12％

・県、高松市と連携して、第一次スク
リーニングを行い、香川県内の大規模
盛土造成地のマップを公開することが
できた。また、第二次スクリーニング計
画を実施し、第二次スクリーニング実施
個所の優先ランク付けを行った。

・第二次スクリーニングについては、地
元住民との合意形成や綿密な調整が
必要であるため、計画通りに着手するこ
とが困難であった。

①香川県内において、第一次スク
リーニングの実施及び第二次スク
リーニング計画の作成、大規模盛土
造成地の抽出及び、第二次スクリー
ニング調査実施箇所の優先ランク付
けを行う。

②第二次スクリーニング計画により選
定した大規模盛土造成地について、
第二次スクリーニングを実施し、滑動
崩落のおそれがある宅地を把握す
る。

③大規模盛土造成地マップ及び宅地
耐震化のリーフレットを作成し住民に
情報提供することで防災意識を高
め、宅地の耐震化を啓発する。

％

①
0

②
0

③
0

①
100

②
100

③
100

①
100

②
8

③
100

①
100%

②
8%

③
100%

【完了】
・令和２年度に、宅地耐震化推進事業
に関する国の意向を踏まえ、第二次ス
クリーニングについては、地域の実情を
把握している市町が事業主体となり、県
は技術的な支援に取り組むこととした。

・令和５年度から、２市町で第二次スク
リーニングに着手しており、他市町にお
いても取組みが進むよう、県と市町で連
携し、情報共有を図るなどしている。

【資料６】

⑪ 定量的指標

③ 全体
事業費

（百万円）

④
着手
年度

⑤
完了
年度

⑨ 事業効果の発現状況⑧ 事業概要
⑩ 要素事業の進捗状況

⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標 備考
⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況

⑭ 今後の方針

河
川
砂
防
課
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社会資本総合整備計画

総合的な浸水対策の推進
（防災・安全）

香川県
他7市町

所属 No.
① 事業名

（計画の名称）

②
事業
主体

道
路
課

8,801
2020
(R2)

2024
(R6)

有

集中豪雨の多発や住宅
化の進展に伴う被害リス
クの増大に対し、総合的
な浸水対策を実施するこ
とにより、水害に強い県
を作るとともに、安心安
全な県民生活の確保を
図る。

・河川事業　22河川
・河川管理長寿命化事業
　　　　　　　14施設
・ダム事業　7ダム
・効果促進事業　8事業

【一定の効果があった】

・浸水の恐れがある家屋数が147戸減少し
た。
・既に長寿命化に着手している8施設を継
続的に対策する一方で、新たに1施設の長
寿命化に着手した。（R4以降は、河川メン
テナンス事業として整備しており、河川メン
テナンス事業も含めると新たに4施設の長
寿命化に着手した。）

・管理上支障を生じる恐れがあるダム数が
1ダム減少した。（香川県ダム長寿命化計
画に基づき、ダム管理用制御処理設備等
の更新を実施。）（R4以降は、ダムメンテナ
ンス事業として整備しており、ダムメンテナ
ンス事業も含めると、管理上支障を生じる
恐れがあるダム数が2ダム減少した。）

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　76.3%

・予算確保が十分できなかったことか
ら、進捗が遅れている事業もあるが、概
ね計画通り進捗している。

【継続】
・河川整備については、河川整備計画
等に基づき、再度災害防止等を目標と
した、長期的な整備を進めており、未だ
改修未了区間があることから、引き続
き、早期な整備完了を目指し、防災・減
災対策に取り組む。

・重点化等の検討を行うなど、今後も必
要な予算の確保に努める。

【資料４】

・河川管理長寿命
化事業について、
R4以降は河川メン
テナンス事業とし

て整備。
・ダム事業につい
て、R4以降はダム
メンテナンス事業

として整備。

（）は河川メンテナンス事業による

整備も含めた着手数

（）はダムメンテナンス事業による

整備も含めた着手数
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社会資本総合整備計画等の

事 後 評 価 に つ い て
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社会資本整備総合交付金事業について
◆国土交通省所管の個別補助金を一つの交付金に原則一括化し、自由度が高く、 創意工夫を

生かせる総合的な交付金として、平成22年度に創設

◆地方公共団体が地域の課題を自ら抽出して作成する「社会資本総合整備計画」に基づき、

計画の目標実現のための､ 基幹的な社会資本整備事業のほか、関連する社会資本整備や

ソフト事業等を総合的・一体的に支援 （ハード・ソフトの両面からトータル支援）

◆社会資本総合整備計画に位置付けられた事業の範囲内で国費を自由に充当可能

概

要

○基幹となるハード整備
（道路､治水､港湾､下水道､都市公園､住環境整備 等々）

○基幹事業と一体的に行う他種のハード整備
（関連する各種の社会資本整備事業）

○計画の目標実現のため基幹事業等と一体となって、
基幹事業の効果を一層高める事業 （ソフト事業を含む）

基 幹 事 業

関 連 事 業

効果促進事業

社会資本
総合整備
計 画 書

目標実現のため
複数の事業を

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ化して採択
★計画の名称 ★計画（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）の目標 ★計画の期間 （概ね３～５年で設定）

★目標達成のため必要な交付対象事業 ★全体事業費

★事業効果の把握及び評価に関する事項
（ 定量的な成果指標 ： 現況値 ⇒ 中間目標値 ⇒ 最終目標値 ）

事後評価（計画期間終了時）
①要素事業の進捗 ②事業効果の発現状況
③最終目標値の達成状況 ④今後の方針

事後評価の結果を次期計画に反映
同種事業の計画策定･事業運営に反映

香川県
公共事業

評価委員会
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事後評価書 （見本）

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）
1 総合的な土砂災害対策の推進（防災・安全）

平成22年度　～　平成26年度　（5年間）

・人命と財産を守るための砂防施設等の整備（安全・安心の向上）
・土砂災害警戒区域等の指定促進

　１．事業効果の発現状況 ：　十分な効果があった　　（　一定の効果があった　・　効果がなかった　）

・土砂災害を受ける恐れのある人家 1,161戸を保全する。
・土砂災害を受ける恐れのある災害時要援護者施設 6箇所を保全する。

（H22当初） （H24末） （H26末）
砂防施設の整備に伴い土砂災害から保全される人家数 目標値： 13,790 戸 14,568 戸 14,951 戸

達成値： 14,800 戸 87.0%

砂防施設の整備に伴い土砂災害から保全される災害時要援護者施設数 目標値： 55 箇所 57 箇所 61 箇所
達成値： 59 箇所 66.7%

Ａ１　砂防事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 砂防 一般 香川県 直接 － 東かがわ市 82 20 24.4% 予算が確保できなかった

1-A1-2 砂防 一般 香川県 直接 － 砂防堰堤工2基 東かがわ市 200 20 10.0% 用地難航箇所

1-A1-3 砂防 一般 香川県 直接 － 砂防堰堤工1基 東かがわ市 112 112 100.0%

394 152 38.6%

Ａ２　地すべり対策事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A2-1 地すべり 一般 香川県 直接 － 横ボーリング工、アンカー工 仲多度郡まんのう町 81 81 100.0%

1-A2-2 地すべり 一般 香川県 直接 － 横ボーリング工 高松市 42 42 100.0%

123 123 100.0%

合計 517 275 53.2%

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 進捗率 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
香川県、東かがわ市、多度津町、土庄町、坂出市、善通寺市、小豆島町、宇多津町、さぬき市、高松市、丸亀市、三豊市、観音寺市、三木町、直島町、綾川町、琴平
町、まんのう町

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

進捗率
（事業費ベース）

55.0%

7.09%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
538百万円 Ａ 517百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 21百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
3.90%

交付対象事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

上日開谷川通常砂防事業 砂防堰堤工1基

大楢川通常砂防事業

森兼川通常砂防事業

小計（砂防事業）

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

横畑地区地すべり対策事業

桧地区地すべり対策事業

小計（地すべり対策事業）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

Ｂ275百万円

土砂災害から保全される人家が1,010戸、災害時要援護者施設が4箇所増加するといった効果や、地元説明会を行うことによって、県民の方々に土砂災害に対する認識を深めていただけるといった定性的な効果も確認した。
効果促進事業においても、各市町の土砂災害ハザードマップが完成・各家庭に配布され、自治会の集会などで自宅付近の危険箇所や避難場所等を確認したり、近隣に完成した砂防施設の効果を認識していただくなど、
一体的に実施した成果を確認した。

備考達成率

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
296百万円 Ａ 百万円 Ｃ 21百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

見 本
⑨事業効果の発現状況

⑫～⑬最終目標値の達成状況

⑩各要素事業の進捗状況

計画通り進捗しなかった理由

実際の実施期間を記載
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事後評価書 （見本）

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C1-1 計画･調査 一般
東かがわ

市
直接 - 東かがわ市 3 3 100.0%

1-C1-2 計画･調査 一般 多度津町 直接 - 多度津町 14 14 100.0%

1-C1-3 計画･調査 一般 土庄町 直接 - 土庄町 4 4 100.0%

合計 21 21 100.0%

番号 備考

1-C1-1

1-C1-2

1-C1-3

その他関連する事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

砂防 一般 香川県 直接 － 西谷上川通常砂防事業 砂防堰堤工1基　 45 45 100.0%

砂防 離島 香川県 直接 － 平野川西川通常砂防事業 砂防堰堤工1基 25 0 0.0% 予算が確保できなかった

総流防 一般 香川県 直接 － 香川西部圏域総合流域防災事業 38 38 100.0%

合計 108 83 76.9%

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗　（　概ね計画通り進捗　・　進捗が不十分　）

・一部、予算確保が十分でなかったため進捗が遅れているところもあるが、ほぼ計画通り進捗している。

・用地難航箇所においては、地権者に対する説明回数を増やし、ようやく納得していただいた。

２．今後の方針

　　継続　（　計画見直し　・　完了　）

・整備計画としての適切性の評価による次計画での見直し事項

・遅延対策

・次計画における改善策（目標値が達成できなかった場合）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名

ハザードマップ ハザードマップ作成
東かがわ市における土砂災害ハ

ザードマップの作成

ハザードマップ ハザードマップ作成
多度津町における土砂災害ハ

ザードマップの作成

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名

ハザードマップ ハザードマップ作成
土庄町における土砂災害ハザー

ドマップの作成

一体的に実施することにより期待される効果

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

A'

高松市

小豆郡小豆島町

法面工1式 仲多度郡多度津町

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

全体事業費

（百万円）

Ｂ' Ｃ' 3.25%
(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

Ａ' 108百万円

実施事業費

（百万円）

全体事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

Ａ' 83百万円 Ｂ' Ｃ' 5.54%

⑩進捗状況（まとめ）

⑭今後の方針

見本
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